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１．研究目的 
昨今、地域社会が持つ特定の技術、知的集積と環境とが作り出す特定の産業景観（農業景観を
含む）への関心が高まっている。海外ではワインやチーズとその生産地、日本においては、茶や
日本酒等とその生産地等がこうした事例に含まれる。また、農業生産以外の場合も、紙、金箔、
刃物等の製造業とその生産地が生み出す町並み等は類似したものとして認識することができる。
高度な技術や積層する知識に基づいて生み出される生産品とその景観は、原産地呼称や地理的表
示制度の適用対象としてなんらかの保護対象になるケースが認められ、同時に地域観光において
も重要な文化資源となっている。 
そこで本研究では、長野県千曲市（旧更埴市）のアンズ、そして京都府宇治市の茶産業の事例
から、これらの伝統的産業景観が生み出す付加価値と地域ブランドの形成について、知的情報集
積と人的ネットワークの関係性を着目し調査を行った。 
 
２．研究方法 
地方都市に所在する伝統産業（農産品加工を含む）は、歴史的、社会・経済的、文化的価値が
あるにもかかわらず、その多くが衰退しつつある。こうした中、わが国の地域ブランドづくりに
おいて、歴史的に地域に根付いてきた伝統産業やその産品を生かし、ブランド構築を図る動きを
認めることができる。これらはモノに限定することなく、温泉地や観光事業、商店街など地域固
有のサービスをブランド化しようとする動きに示されている。 
そしてそれは、農林水産物やその加工品など地域の特産物を、地域ブランドとして売り出そう
とする動きから展開し、物に主軸を置いてきたこれまでの地域ブランドの取り組みの範疇を超え
るもの－高度な技術や積層する知識に基づいて生み出される生産品の背景にある景観の意義－と
捉えられる。 
 
（１）地域ブランドと産業景観－長野県千曲市の事例－ 
長野県千曲市は、2003 年、旧更埴市・旧戸倉町・旧上山田町の１市２町の合併により誕生した。
この 1 市 2 町は、以下に記す森地区のアンズや戸倉上山田温泉に見られるような観光での協力な
どが図られてきた。 
 この千曲市における地域ブランド「信州千曲ブランド」はこの合併の流れを受け、これまで地
域において民間レベルで行われてきた農林業・工業・商業・観光業等の各産業分野での連携と、
これにとらわれない異業種分野との連携を模索する中から誕生した。「千曲市のイメージアップ
及び地域の活性化」（信州千曲ブランド認定要綱）を図るため、新たな自治体の特徴を形づくる必
要があったのである。 
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（図１）千曲市森地区のアンズ畑の景観 
（図２）森地区で行われる「干杏」の景観 
 旧更埴市は、「一目十万本」と言われ
る日本一のアンズの里「森・倉科地区」
を抱える（図１）。この地域にアンズが
伝わったのは 1681 年（延宝 9 年）、松
代藩主真田幸道の下に伊予宇和島藩か
ら輿入れした豊姫が故郷を偲ぶ品とし
て、このアンズの種子を持参したとの説
がある。ただそれ以前にも既に当地では
アンズの栽培が行なわれており、石が混
入する水はけの良いこの地域特有の土
（ガラ土）が、アンズ栽培に適していた
ことが大きい。この松代藩のアンズ栽培
の奨励により、１～２万本のアンズが植
えられた。 
 もともとこのアンズ栽培はアンズの果実を収穫することが目的ではなく、アンズの種「杏仁」
の生産が目的であった。アンズの実は腐らせた後、川で実を洗って杏仁を出荷した記述が残る。
このアンズの果実を製品として使用するようになったのは 1780 年頃からで、干したアンズを「干
杏」として杏仁とともに盛んに出荷されるようになる（図２）。 
 杏仁は森や周辺の地区に存在する仲買人を通じて、江戸を中心とした各地へ出荷された。その
後も長年にわたり、アンズは果実のまま出荷するというよりも当地において製品として加工され
た。明治時代後期には、当地においてアンズ酒やアンズの缶詰が製造されるようになる。1910 年
（明治 43 年）には「森村杏改良組合」
が設立され、干杏の共同販売や優良品種
の開発、接木による増殖法の研究などが
行なわれた。なお明治期には当地でも実
入りが良い養蚕が普及していくが、「森
村杏改良組合」では 1921 年（大正 10
年）にアンズ加工場（現在の森食品工業
株式会社）を設立し、本格的にアンズ製
品の加工を行うようになる。アンズ栽培、
アンズの加工という当地でのアンズ産
業が構築されていく。 
 今年度の現地調査では、「アンズ産業
から生み出される産業景観（図１）（図
２）」について調査を行っている。 
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（図３）茶畑の景観（京都府和束町） 
「アンズ産業の景観構築」についての現地調査を以下のように実施した。 
実施日：2017 年 7 月 21 日（金）、2２日（土） 
場所：あんずの里観光会館（千曲市森地区）、千曲市森地区栽培地  
調査対象者：①ながの農協ちくまあんず部会  Ｉ氏（生産者）  
②工房アプリコ  Ｋ氏（加工業者）  
③あんずの里振興会  Ｍ氏（ＮＰＯ）  
④グローブ工房 Ａ氏（生産・加工業者）  
⑤区長会長  Ｎ氏  
調査事項：「森地区における、景観のブランド化と人的組織との関係性を明らかにする」 
 今年度は、アンズ産業に関わる各アクターの概要を押さえることとした。なお 2018 年度にお
いては、「景観のブランド化に関わる人的組織」の関係性を明らかにしたいと考えている。 
 
（２）産業景観と地域ブランド化－京都府宇治市の事例－ 
 京都府宇治市では、茶園や茶工場、茶問屋等からなる宇治茶に関連した景観形成が認められる。
この景観は、茶生産に関する農業活動に伴うというよりもむしろ、茶生産に関する多様な技術と
その発展経緯において構築されたと捉える必要がある。特に宇治市の抹茶生産に関する技術は、
室町時代に遡るとされ、茶畑をヨシ等でおおう覆下園とともに、伝統技法に近代的な加工技術を
加味した独特の複合技術を生み出し、これを実践するための作業場等が建設された。また、茶の
ブレンドに関する伝統も重視され、茶師屋敷等の住宅文化を生み出した。茶生産に関連する畑、
加工場、販売場、住宅等の一連の有形の要素は、美しい水系やこれを生み出す森林等とともに茶
生産に関わる景観を生み出し、宇治観光の対象になるとともに、宇治茶のブランド化に影響を与
えたと考えられる。 
 明治以後には、茶の海外輸出が活発
化し、量産が必要になったことや、静
岡における新たな産業として茶生産
が拡大した等の要因によって、現在は
覆下園とは異なる露天園（図３）が一
般的な茶の景観として全国的に広が
っている1。 
 近年、ペットボトル用茶葉生産に関
連し、大量生産を目的とした茶加工が
進む中で茶生産に関連した景観に変
化が生じている。茶園の多くは中心市
街地での継続が困難となり、わずかに
残された茶園も住宅へ転用されつつ
                                            
1 http://www.pref.kyoto.jp/yamashiro/ocha/syurui.html 
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ある。また、茶店もスイーツ店へ展
開するなど、観光等に関連した構造
的な変化が生じている。茶業自体は
活発化しているが、従来のブランド
化を支えていた歴史的、伝統的側面
が失われ、新たなブランド力が生ま
れているとすれば、それはどのよう
な要素から生じているのか。 
 今回の現地調査においては、前掲
の多様な茶生産技術に関連した景観
を確認するとともに、茶園が減少す
る中で、市街地近郊での生産活動に
こだわり、これを継続する Y 園での
インタビューを実施した。 
 
この「茶産業の景観構築」についての現地調査は、以下である。 
実施日：2017 年 6 月 23 日（金） 
場所：和束町役場（京都府和束町）  
調査対象者：①和束町、農村振興課・地域力推進課 
②宇治市茶生産組合  Ｙ氏（生産・加工業者）  
 
３．研究成果と公表 
産業景観に関する研究では、これまで土地政策や都
市計画の不備等によって生じた側面を捉える形で展開
されてきた。これらは、ペットボトルでのどの渇きを
潤す我々の現在の生活が茶の質的な価値を排除し、生
産技術へのこだわりを無用なものとすることにもなっ
た。それが、文化情報の喪失と景観の喪失を招いた可
能性も否定できない。 
そこで本研究から、ある地域が過去から継承される
何らかの文化情報を創造的に活用し、現在の地域政策
－くらしの中に－生かすことができるのであれば、産
業景観も保全され、再生産されることを明らかにする
こととした。 
千曲市の事例であれば、「信州千曲ブランド」は「千
曲市のイメージアップ及び地域の活性化」を図り、新
（写真４）宇治茶の製造工程の景観 
（図５‐1）日本地域政策学会、第
17回全国研究【岡山】大会報告要旨 
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たな自治体の特徴を形づくる目的も有した。 
ここではその維持（あるいは形成）のために、公共
主体がどのような地域政策を決定する必要があるのか
という論点が浮上する。2018 年度はこの論点を踏まえ、
その検証に取り組む。 
 なお 2017 年度の成果については、日本地域政策学会、
第 17回全国研究【岡山】大会にて個別報告（2018 年 7
月 21 日）を行い研究成果を公表する（図５‐1・2）。
また合わせて、同研究大会並びに 2018 年度の調査内容
を踏まえて、同学会誌への投稿へと研究の展開を考え
ている。 
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